
春 蘭 の 里 構 想 

 

 

春蘭の里全体構想に基づき観光森林、観光農業等地域全体を林農事公園ビジネスとする 

 

 都会人が故郷と思うような 1日一客の民宿群（いろりつき）自然農法、山菜、キノコ、 

貸ロッジ、貸別荘等の造成により体験参加型のシステム 

 

 

 

☆歩道春蘭の道 

 昔集落と集落また、炭、マキ等の生産のために使っていた山道の整備 

 この整備により体験参加型の山林の整備が可能になる。 

 つまり、カマ、ナタ、のこぎり等で倒木、ふじ等の伐採、山道の整備 

 伝説コースの復活 

 休耕田利活用（都会人の田んぼ作り オーナ制） 

 

☆自転車道春蘭の道 

 能都中央農道 パイロット道路 県道瑞穂、与呂見線 大規模農道 林道等によりサ 

 イクリングコースが出来る（能登の原風景、探索） 

 

☆ふるさと会員制度により 1億円産業をめざす 

 山菜等の加工施設建設により今まで資坂の流出のみであったが金に変えることが可 

 能になり所得アップを計られる 

 

☆春蘭ドームの建設 

 能登空港に降りた時、春蘭の花で年中お客を歓迎（大きな施設は不要） 

 

＊福井 越前・・・ 水仙 

＊富山 砺波・・・ チューリップ 

＊石川 能登・・・ 春蘭 


